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一

は
じ
め
に

明
の
李
攀
龍
選
と
さ
れ
る

『

唐
詩
選』

七
巻
は
、
我
が
国
で
は
江
戸
の
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
よ
っ
て
、
享
保
九
年

(

一
七
二
四)

に
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
何
度
も
版
を
重
ね
た
こ
と
は
贅
言
を
要
さ
な
い
。
し
か
し
、
李
攀
龍
が
没
し
た
の
は
隆
慶
四
年

(

一
五
七
〇)

、

中
国
で
最
も
旧
い

『

唐
詩
選』

版
本
も
万
暦
二
十
一
年

(

一
五
九
三)

跋
の
蒋
一
葵
注

『

唐
詩
選

(

１)』

で
あ
り
、
嵩
山
房
刊

『

唐
詩
選』

ま
で
、
実
に
一
世
紀
以
上
も
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
。
こ
れ
は
鎖
国
と
い
う
政
治
情
況
、
若
し
く
は
詩
壇
に
お
け
る
古
文
派
の
隆
盛
に

そ
の
伝
播
の
要
因
を
求
め
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
遅
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
当
然
、
こ
の
間
に
日
本
に
お
い
て
唐
詩
受
容
が
皆
無

で
あ
っ
た
は
ず
は
な
く
、『

唐
詩
選』

が
流
行
す
る
た
め
の
土
壌
を
形
成
す
る
準
備
期
間
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

日
本
に
お
け
る

『

唐
詩
選』

流
行
以
前
の
唐
詩
集
受
容
に
焦
点
を
当
て
、
そ
こ
に
は
先
行
し
た
一
冊
の

『

唐
詩
選』

類
本
を
排
斥
し
よ

う
と
す
る
本
屋
側
の
思
惑
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

『

唐
詩
選』

流
行
以
前

嵩
山
房
に
よ
る

『

唐
詩
選』

刊
行
以
前
、
す
な
わ
ち
江
戸
初
期
の
漢
学
者
は
如
何
な
る
唐
詩
集
を
読
ん
で
い
た
の
か
。
貝
原
益
軒

(

一
六
三
〇
〜
一
七
一
四)

の

『

格
物
餘
話』

に
、

江
戸
・
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
よ
る

『

唐
詩
訓
解』

排
斥
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集
詩
者
甚
多
。
獨
李
攀
龍
之
所
輯

『

唐
詩
選』

最
佳
。
其
所
載
風
格
、
淳
厚
清
婉
。
且
其

『

訓
解』

亦
頗
精
詳
。
是
可
爲
諸
詩
集

及
詩
解
之
冠

(

詩
を
集
む
る
者
甚
だ
多
し
。
独
り
李
攀
龍
の
輯
す
る
所
の

『

唐
詩
選』

最
も
佳
し
。
其
の
載
す
る
所
の
風
格
、
淳

厚
に
し
て
清
婉
。
且
つ
其
れ

『

訓
解』

も
亦
た
頗
る
精
詳
な
り
。
是
れ
諸
詩
集
及
び
詩
解
の
冠
た
る
べ
し)

。

と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
李
攀
龍
選

『

唐
詩
選』

と
は
中
国
刊

『

唐
詩
選』

を
意
味
す
る
。
中
国
で
は
、
幾
種
も
の

『

唐
詩
選』

注
本
が

刊
行
さ
れ
、
中
で
も
益
軒
は

｢

訓
解｣

と
い
う
注
本
を
冠
絶
と
す
る
。
福
岡
藩
の
儒
学
者
で
あ
っ
た
益
軒
は
、
長
崎
商
人
や
京
都
書
肆

よ
り
多
数
の
漢
籍
を
購
入
し
て
お
り
、
そ
の
日
記
や
蔵
書
目
録
に
も

｢

唐
詩
訓
解｣

と
い
う
書
名
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
筆
者
が
以
前

論
じ
た
李
攀
龍
選
／
袁
宏
道
校

『

新
刻
李
袁
二
先
生
精
選
唐
詩
訓
解』

七
巻
を
指
す

(

２)

。
こ
の

『

唐
詩
訓
解』

は
、
元
来
、
福
建
の
余
応

孔
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
建
陽
本
で
あ
り
、
寧
波
船
な
ど
江
南
ル
ー
ト
を
通
っ
て
比
較
的
早
い
時
期
に
日
本
に
将
来
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
同
時
期
の
鳥
山
芝
軒

(
一
六
五
五
〜
一
七
一
五)

も

『

唐
詩
訓
解』

を
講
読
の
教
本
と
し
て
用
い
て
い
た
。

芝
軒
自
少
壯
好
歌
詩
、
刻
意
唐
人
、
專
以
作
詩
、
教
授
生
徒
。
常
講
説

『

三
體
唐
詩』

『

杜
律
集
解』

『

唐
詩
訓
解』

等
、
以
此
作

門
戸
、
自
稱
爲
詩
人

(

芝
軒
少
壮
よ
り
歌
詩
を
好
み
、
唐
人
に
刻
意
し
、
専
ら
作
詩
を
以
て
、
生
徒
に
教
授
す
。
常
に

『

三
体

唐
詩』

『

杜
律
集
解』

『

唐
詩
訓
解』
等
を
講
説
し
、
此
れ
を
以
て
門
戸
を
作な

し
、
自
称
し
て
詩
人
と
為
す)

。

(

東
条
琴
台

『

先
哲
叢
談
続
編』

巻
三)

す
な
わ
ち
、『

唐
詩
訓
解』

は
、
室
町
期
に
五
山
禅
僧
の
間
で
広
く
読
ま
れ
て
い
た

『

三
体
詩』

や
十
七
世
紀
後
半

(

寛
永
〜
元
禄

期)

に
京
都
の
書
肆
が
度
々
刊
行
し
て
い
た

『

杜
律
集
解』
と
同
等
に
評
価
さ
れ
、
漢
詩
を
読
む
際
に
は
格
好
の
教
材
で
あ
っ
た
。
教

材
と
し
て
の

『

唐
詩
訓
解』

は
、
古
文
辞
派
を
提
唱
し
た
荻
生
徂
徠

(

一
六
六
六
〜
一
七
二
八)

も
採
択
し
て
い
た
。
若
き
日
の
徂
徠
は
、

漢
籍
を
購
入
す
る
余
裕
が
無
い
た
め
、
自
ら

『

唐
詩
訓
解』

を
書
写
し
、
自
ら
の
序
と
評
語
を
加
え
た
と
い
う

(

３)

。
そ
の
門
下
・
平
野
金

華

(

一
六
八
八
〜
一
七
三
二)

に
寄
せ
た

｢

與
平
子
和
其
二｣

(『

徂
徠
集』
巻
二
十
二)

に
も
、

數
十
年
前
、
宿
學
老
儒
、
尊
信

『

三
體
詩』

『

古
文
眞
寶』

、
至
與
四
子マ

マ

五
經
並
矣
。
…
近
來
漸
覺
其
非
、
而
以

『

唐
詩
訓
解』

代

之

(

数
十
年
前
、
宿
学
老
儒
、『

三
体
詩』

『

古
文
真
宝』

を
尊
信
す
る
こ
と
、
四
書
五
経
と
並
ぶ
に
至
る
。
…
近
来
漸
く
其
の
非

を
覚
り
、
而
し
て

『

唐
詩
訓
解』

を
以
て
之
に
代
ふ)

。

と
あ
り
、『

唐
詩
訓
解』

は
、『

三
体
詩』

や

『

古
文
真
宝』

を
凌
駕
し
、
む
し
ろ
経
書
に
匹
敵
す
る
と
述
べ
る
。『

近
世
漢
学
者
伝
記

中
国
文
学
論
集

第
三
十
六
号

88



― ―

著
作
大
事
典』

の
江
村
北
海

(

一
七
一
三
〜
一
七
八
八)

の
項
に
も
、
北
海
の
著
述
に

｢

唐
詩
訓
解
刪
注｣

と
見
え
る
。
こ
の
本
は
現
存

し
な
い
が
、
北
海
が

『

唐
詩
訓
解』

の
注
に
手
を
加
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、『

唐
詩
訓
解』

は
、
書
肆
に
よ
っ
て
翻
刻
さ

れ
る
よ
り
も
早
く
漢
学
者
ら
に
抄
写
さ
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
江
戸
初
期
の
漢
学
者
の
間
で
は
、『

三
体
詩』

や

『

千
家
詩』

に
代
わ

る
新
た
な
唐
詩
集
が
渇
望
さ
れ
て
い
た
。
か
か
る
状
況
下
に
お
い
て
、
彼
ら
は
、
次
第
に
各
種

『

唐
詩
選』

注
本
の
う
ち
、
明
末
の
詩

壇
に
名
を
馳
せ
た
李
攀
龍
・
袁
宏
道
両
氏
の
名
を
冠
し
た

『

唐
詩
訓
解』

に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三

文
林
軒
に
よ
る

『

唐
詩
訓
解』

の
翻
刻

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、『
唐
詩
訓
解』

は
、
中
国
よ
り
む
し
ろ
日
本
に
多
く
現
存
す
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
日
本
人
の
手
に
よ

る
翻
刻
本
で
あ
り
、
巻
末
に

｢

二
條
通�
屋
町
田
原
仁
左
衛
門
梓
行｣

(

仁
左
衛
門
本)

と

｢

京
富
小
路
五
條
上
町
書
林
田
原
勘

兵
衛
蔵
板｣

(

勘
兵
衛
本)

と
記
さ
れ
た
二
系
統
の
版
本
が
存
在
す
る
。
田
原
仁
左
衛
門
・
勘
兵
衛
両
家
は
屋
号
を
文
林
軒
と
称
し
、

禅
書
や
漢
籍
を
中
心
に
出
版
し
て
い
た
京
洛
書
肆
の
老
舗
で
あ
る
。
二
本
と
も

｢

萬
暦
戊
午

(

一
六
一
八)

孟
夏
月
／
居
仁
堂
余
獻
可

梓｣

と
刻
ん
だ
蓮
牌
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
原
刻
本(
福
建
本)

に
倣
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
確
な
江
戸
刊
行
年
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
新
た
に
出
版
す
る
書
物
に
必
ず
刊
行
年
を
記
す
よ
う
制
定
さ
れ
た
の
は
享
保
の
改
革
で
あ
れ
ば
、『

唐
詩
訓
解』

の
翻
刻
は
嵩

山
房
に
よ
る

『

唐
詩
選』

出
版
以
前
で
あ
る
。
そ
こ
で
両
者
の
出
版
活
動
時
期
を
そ
れ
ぞ
れ
の
刊
行
物
か
ら
比
較
す
る
と
、
仁
左
衛
門

の
方
が
勘
兵
衛
よ
り
早
い
時
期
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
判
る

(

表
Ⅰ
参
照)

。
ま
た
、
日
野
龍
夫
氏
が

『

唐
詩
訓
解』

の
刊
行
年
を

寛
文
年
間

(

一
六
六
一
〜
一
六
七
三)

頃
と
推
測
す
る

(

４)

よ
う
に
、
早
く
は

『

寛
文
無
刊
記
書
籍
目
録』

に
そ
の
名
が
見
え
、『

元
禄
九
年
書

籍
目
録
大
全』

で
は
当
該
書
名
の
上
欄
に｢

田
原
仁｣

と
附
記
さ
れ
て
い
る

(

５)

。
勘
兵
衛
本
に
記
さ
れ
た｢

蔵
板｣

と
い
う
書
誌
用
語
は
、

寺
子
屋
な
ど
が
教
材
用
に
出
版
し
た
素
人
板
、
若
し
く
は
他
者
か
ら
買
収
・
贈
与
が
行
わ
れ
た
版
本
と
い
う
意
味
を
含
む
。
以
上
の
事

か
ら
、
先
ず
田
原
仁
左
衛
門
が
版
木
を
梓
行
し
、
勘
兵
衛
が
そ
れ
を
継
承
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
表
Ⅰ
に
拠
る
と
、『

唐

詩
訓
解』

以
外
に
勘
兵
衛
が
仁
左
衛
門
刻
本
を
覆
刻
し
た
書
物
は
四
例
し
か
見
え
な
い
。
そ
も
そ
も
仁
左
衛
門
が
禅
書
の
出
版
で
有
名

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
勘
兵
衛
は
唐
詩
集
等
の
漢
籍
出
版
に
移
行
し
て
い
る
。
忖
度
す
る
に
、『

唐
詩
訓
解』

は
、
田
原
文
林
軒
の
経

江
戸
・
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
よ
る

『

唐
詩
訓
解』

排
斥
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(
表�

)

田
原
文
林
軒
出
版
活
動
年
表

田 原 仁 左 衛 門
1615 元和元
1633 寛永十
1634 十一
1635 十二
1636 十三
1637 十四
1638 十五
1639 十六

1640 十七
1641 十八

1642 十九
1643 二十
1644 二十一
1645 正保二

1646 三
1647 四
1648 慶安元
1650 三
1653 承応二
1656 明暦二
1657 三
1658 万治元
1660 三
1661 寛文元
1662 二
1663 三
1664 四

1665 五
1666 六
1667 七
1668 八
1669 九
1670 十
1671 十一
1672 十二
1673 十三
1673 延宝元
1675 三
1678 六

1680 八
1690 元禄三
1693 六
1695 八
1697 十
1702 十五
1705 宝永二
1707 四
1708 五
1720 享保五
1721 六
1723 八

『正法眼蔵』②
『歴代名医伝略』①
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『景徳伝燈録』②
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『和漢朗詠集』① 『尚直編』① 『尚理編』②
『天地万物造化論』① 『夾註輔教編要議』②
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『祖庭事苑』①② 『孟子或問』① 『中庸集略』①
『剪燈新話句解』
『論語或問』① 『沙弥律儀要略』②
『仏法金湯編』
『句双紙抄』①② 『古暦便覧』①② 『禅関策進』②
『増註唐賢三体詩法』① 『圜悟仏果禅師語録』②
『新編算学啓蒙』① 『木菴禅師語録』②
『三籟集』② 『僧訓日記』② 『薬性本草約言』②
『耳底記』①② 『緇門崇行録』②
『魁本大字諸儒箋解古文真宝後集』① 『禅林課誦』②
『本朝医考』①②
『仏光国師語録』② 『石門文字禅』②
『摂津州有馬地誌』②
『金剛般若経疏論纂要』① 『地蔵菩薩本願経』
『卜筮元亀鈔』① 『道余録』②
『易学啓蒙鈔』
『儒仏合編』②
『別伝禅師骨董』②
『慈悲水懺法』
『新刊素問入式運気論奥』① 『月菴和尚語録』②
『山堂清話』②
『大元授時暦経』① 『緇門宝蔵集』②
『破菴和尚語録』
『蔵林集』② 『扶桑禅林僧宝伝』②
『耶山集』② 『請観音経三昧儀註解』② 『睡庵自警語』②
『睡庵譫語』②
『大施餓鬼集類分解』②
『阿蘇名所集』①
『続扶桑禅林僧宝伝』②
『仏孝略論』②
『永源寂室和尚語録』② 『教乗公案集』②
『黙余草』② 『惟静和尚語録』②
『仏光国師語録』②
『和三籟集』②
『大衡禅師語録』②
『本朝天文』①
『通玄和尚語録』②
『�翁庵主稿』

刊行年不明 『新刻李袁二先生精選唐詩訓解』①
『新刻脈訣刊誤』① 『山谷詩集注』①
『幻住庵清規』② 『五家正宗賛』②
『金剛経疏論纂要刊定記』②
『雪峰真覚大師紀年録』② 『大慧普覚禅師語録』②
『大慧普覚禅師年譜』② 『龍巌集』②
『禅源諸詮集都序』② 『茶経』

田 原 勘 兵 衛

1642 寛永十九

1667 寛文七

『天地万物造化論』

『一絲和尚語録』②

1692 元禄五
1727 享保十二
1738 元文三
1739 四
1743 寛保三
1746 延享三
1749 寛延二
1751 四
1752 宝暦二
1758 八
1760 十
1762 十二
1764 明和元
1767 四
1768 五
1770 七
1772 九
1774 安永三
1776 五
1778 七
1779 八
1783 天明三
1784 四
1786 六
1787 七
1790 寛政二
1792 四
1794 六

『伽藍開基記』
『法雲禅師寿山続外集』②
『明四大家文選』③
『明詩礎』①
『古今詩刪』①②
『唐詩礎』①③
『論語考』①③
『永源寂室和尚語録』①②
『詩評集解』①③
『唐詩選故事』①③ 『唐詩附注』③
『唐詩訳説』③
『禅関策進』① 『詩評集解』
『古唐詩合解』③ 『詩語解』③
『針灸則』③ 『詩学解環』③
『唐詩選掌故』
『唐詩国字辯』
『世説抄撮』①③
『唐詩集註』② 『霊峰�益大師選定浄土十要』
『唐詩解頤』
『日本詩韻』③
『緇門宝蔵集』② 『詩語砕金』③
『六代詠物詩纂』③
『花実年浪艸』③
『清詩礎』③
『詩工推鑿』③
『唐詩選辯蒙』
『続文変』①③ 『春秋左氏伝考』③
『唐詩正解』①

刊行年不明 『新刻李袁二先生精選唐詩訓解』①
『黄檗山仏舎利記』②

出
拠
…
①
矢
島
玄
亮

『

徳
川
時
代
出
版
者
出
版
物
集
覧』

②『

同
続
編』

(

共
に
万
葉
堂
書
店

一
九
七
六
年)

③
朝
倉
治
彦
・
大
和
博
幸

『

享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目』

(

臨
川
書
店

一
九
九
三
年)

※ゴチックは仁左衛門・勘兵衛双方に出版のあるもの｡
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営
方
針
を
変
え
る
ほ
ど
の
売
筋
商
品
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

四

『

唐
詩
選』

類
本
を
め
ぐ
る
訴
訟

で
は
、
こ
れ
ほ
ど
流
布
し
て
い
た

『

唐
詩
訓
解』

が
読
ま
れ
な
く
な
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
京
都
の
文

林
軒
田
原
勘
兵
衛
と
江
戸
の
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
の
間
に
出
入

(

紛
争)

が
存
在
し
て
い
た
。
近
世
日
本
の
書
肆
は
、
本
来
伊
勢
講
や

愛
宕
講
の
よ
う
に
、
霊
山
参
拝
を
名
目
と
し
た
催
合

も
や
い

や
頼
母
子

た
の
も
し

に
よ
っ
て
資
金
を
運
用
し
、
そ
れ
を
元
手
に
出
版
業
に
従
事
し
て
い
た
。

享
保
七
年

(

一
七
二
二)

十
一
月
の
大
岡
越
前
守
の
布
令
、
所
謂
享
保
の
改
革
に
よ
っ
て
、
本
屋
仲
間
が
正
式
に
承
認
さ
れ
た
こ
と
は
、

日
本
の
出
版
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

(

６)

。
本
屋
仲
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
権
を
守
る
た
め
、
行
事
と
い
う
役
員
を
定
め
て
出
入
の

調
停
や
交
渉
に
当
た
っ
た
。
そ
こ
で
は
内
容
が
全
く
同
じ
書
物
を

｢

重
板｣

、
酷
似
し
て
い
る
も
の
を

｢

類
板｣

と
呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ

差
構

さ
し
か
ま
い(

訴
訟)

の
対
象
と
な
っ
た
。

村
上
哲
見
氏
が
既
に
指
摘
し
て
い
る

(

７)

よ
う
に
、『

京
都
書
林
仲
間
上
組
済
帳
標
目

(

８)』
(

以
下

『

済
帳
標
目』

と
略
称)

に
拠
る
と
、
嵩

山
房
は

『

唐
詩
選』

の
版
権
に
抵
触
す
る
書
物
へ
差
構
を
申
し
立
て
て
お
り
、
文
林
軒
の

『

唐
詩
訓
解』

も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

一
、
唐
詩
選
江
戸
板
、
当
地
田
原
勘
兵
衛
唐
詩
訓
解
ニ
差
構
、
度
々
御
公
辺
ニ
及
候
事
。

(

享
保
十
一
年
二
月)

行
事
方
の
調
停
で
も
双
方
の
言
い
分
が
一
致
し
な
い
場
合
、
奉
行
所
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
享
保
九
年
に
嵩
山
房
が

『

唐

詩
選』

を
刊
行
し
た
二
年
後
に
は
こ
の
件
が
お
上
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、『

済
帳
標
目』

に
は
嵩
山
房
と
文
林
軒
と
の
出

入
の
記
録
が
約
六
十
年
に
亘
っ
て
記
さ
れ
、
双
方
が

『

唐
詩
選』
関
連
の
書
を
出
版
す
る
度
に
差
構
を
申
し
立
て
合
う
よ
う
に
な
る
。

一
、
唐
詩
訓
解
素
本
、
田
原
勘
兵
衛
よ
り
写
本
被
出
候
、
江
戸
板
唐
詩
選
之
重
板
ニ
御
座
候
故
、
行
事
共
方
ニ
留
メ
置
申
候
え
は
、

行
事
共
ヘ
御
裏
判
頂
戴
い
た
さ
せ
、
右
之
趣
申
上
候
、
勘
兵
衛
急
度
御
呵
り
被
成
、
板
行
御
赦
免
無
御
座
候
。

(

享
保
十
七
年
四
月)

田
原
勘
兵
衛
は

『

唐
詩
訓
解
素
本』

出
版
の
申
請
の
た
め
に
、
そ
の
写
本
を
行
事
方
に
提
出
す
る
が
、
嵩
山
房
刊

『

唐
詩
選』

の
重

板
に
抵
触
し
て
売
留

(

出
版
停
止)

と
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
素
本
と
は
無
注
本
の
意
味
で
あ
り
、『

唐
詩
選』

と

『

唐
詩
訓
解』

江
戸
・
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
よ
る

『

唐
詩
訓
解』

排
斥
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は
収
録
詩
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
は
当
然
の
処
分
で
あ
る
。
し
か
し
前
章
ま
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
文
林
軒
刊

『

唐
詩
訓

解』
は
嵩
山
房
刊

『

唐
詩
選』

に
先
ん
じ
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
勘
兵
衛
は
そ
の
優
位
性
を
主
張
で
き
た
は
ず
で
あ
る
が
、

ど
う
や
ら
版
権
の
出
入
を
得
手
と
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
、
明
詩
礎
之
写
本
額
田
正
三
郎
・
梅
村
弥
右
衛
門
よ
り
出
ル
、
田
原
勘
兵
衛
よ
り
差
構
有
之
候
ヘ
共
、
内
証
ニ
て
相
済
。
二
月

十
六
日
板
行
御
赦
免
。

(

元
文
四
年
正
月
よ
り
五
月
迄)

す
な
わ
ち
、
同
じ
京
都
の
額
田
・
梅
村
両
氏
よ
り

『

明
詩
礎』

の
出
版
願
が
出
さ
れ
、
版
権
を
持
つ
勘
兵
衛
が
差
構
を
行
事
方
へ
申

し
立
て
る
が
、
勘
兵
衛
に
内
証
の
内
に
出
版
を
許
可
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
京
都
の
仲
間
同
士
で
も
か
よ
う
で
あ
っ
た
の
に
、
況
や
近
年

台
頭
し
始
め
た
江
戸
の
書
肆
と
の
出
入
で
は
極
め
て
不
利
な
状
況
下
に
あ
っ
た
。
加
え
て
小
林
新
兵
衛
は
江
戸
の
行
事
方
の
役
員
に
名

を
列
ね
て
お
り

(

９)

、
多
少
な
り
と
も
発
言
力
を
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

一
、
十
月
八
日
、
江
戸
須
原
屋
新
兵
衛
殿
、
当
地
田
原
勘
兵
衛
方
、
唐
詩
国
字
辯
之
義
ニ
付
及
出
入
、
則
廿
九
日
就
此
義
勘
兵
衛

江
戸
表
ヘ
出
立
、
則
江
戸
行
事
中
よ
り
付
状
、
同
江
戸
行
事
よ
り
到
来
書
状
、
同
十
二
月
帰
京
、
御
添
翰
頂
戴
ニ
て
再
ヒ
江

戸
ヘ
出
立
、
御
添
翰
御
訴
訟
、
江
戸
行
事
中
ヘ
之
添
状
等
之
一
件
。

(

明
和
七
年
九
月
よ
り
翌
正
月
迄)

明
和
七
年

(

一
七
七
〇)

、
文
林
軒
の

『

唐
詩
国
字
辯』

刊
行
に
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
、
勘
兵
衛
は
単
身
江
戸
に
出
発
し
、
江
戸
の

行
事
方
の
下
で
争
っ
た
。
勘
兵
衛
も
嵩
山
房
が

『
唐
詩
選』

注
本
を
出
版
す
る
毎
に
差
構
を
申
し
立
て
て
い
る
が
、
嵩
山
房
刊

『

唐
詩

選』

の
圧
倒
的
な
流
行
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
れ
は
蟷
螂
の
斧
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

五

嵩
山
房
に
よ
る

『

唐
詩
訓
解』

批
判

後
発
の
嵩
山
房
の
言
い
分
で
は
、
諸
人
の
注
を
付
す
中
国
の

『

唐
詩
選』
は
李
攀
龍
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
い
と
し
て
、
李
攀
龍
が
編

集
し
た
原

『

唐
詩
選』

に
近
い
無
注
本
を
作
成
し

(�)
、
先
行
す
る
文
林
軒
の

『
唐
詩
訓
解』

と
争
っ
た
。
そ
の
結
果
、
嵩
山
房
刊

『

唐
詩

選』

は
、
繁
雑
な
注
を
省
い
た
見
易
さ
と
携
帯
の
便
を
以
て
大
流
行
を
も
た
ら
し
た
。
後
発
の
嵩
山
房
が
こ
の
一
連
の
係
争
に
打
ち
勝

つ
た
め
に
は
相
手
方
の
弱
み
に
付
け
入
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
こ
で

『

唐
詩
選
国
字
解』

の
服
部
南
郭

｢

附
言｣

で
は

『

唐
詩
訓

� 中
国
文
学
論
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解』

を
偽
書
と
の
断
を
下
す
。

世
有

『

唐
詩
訓
解』

。
其
書
剽
襲

『

唐
詩
選』

、
及
仲
舒
注
、
仲
言

『

解』

等
、
僞
選
列
藝
文
。
而
詩
全
用
于
鱗
選
、
出
入
一
二
。

其
所
題
目
、�
是
不
知
滄
溟
者
所
爲
。
序
則
文
理
不
屬
、
始
無
意
義
。
中
間
引
道
子
數
語
、
出
中
郎
他
文
。
且
中
郎
於
滄
溟
不
啻

仇
視
、
則
亦
不
知
中
郎
者
所
爲
。
總
評
中�
濫
太
甚
、
評
註
取�
・
唐
、
頗
爲
刪
補

(

世
に

『

唐
詩
訓
解』

有
り
。
其
の
書

『

唐

詩
選』

、
及
び
仲
舒
が
注

(

蒋
一
葵
注

『

唐
詩
選』)

、
仲
言
が

『

解』
(

唐
汝
詢

『

唐
詩
解』)

等
を
剽
襲
し
、
偽
選
し
て
藝
文
に
列
す
。

而
し
て
詩
は
全
て
于
鱗
が
選
を
用
ひ
、
一
二
を
出
入
す
。
其
の
題
目
す
る
所
、
既
に
是
れ
滄
溟
を
知
ら
ざ
る
者
の
為つ

く

る
所
な
り
。

序
は
則
ち
文
理
属
せ
ず
、
始
め
よ
り
意
義
無
し
。
中
間
に
道
子
の
数
語
を
引
く
は
、
中
郎
の
他
文
に
出
づ
。
且
つ
中
郎
滄
溟
に

啻
だ
に
仇
視
す
る
の
み
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
亦
た
中
郎
を
知
ら
ざ
る
者
の
為
る
所
な
り
。
総
評
の
中�

濫
太
甚

は
な
は
だ

し
、
評
註
は
蒋

(

一
葵)

・
唐

(

汝
詢)

を
取
り
、
頗
る
刪
補
を
為
す)

。

す
な
わ
ち
、『

唐
詩
訓
解』

が
、
蒋
一
葵
注

『

唐
詩
選』

の
注
と
唐
汝
詢

『

唐
詩
解』

の
評
を
剽
窃
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

袁
宏
道
は
李
攀
龍
の
古
文
辞
を
公
然
と
批
判
し
て
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
た
め
、
南
郭
は
両
名
の
共
著
と
い
う
可
能
性
は
な
い
と
断

言
し
、
唯
一
袁
宏
道
の
文
と
さ
れ
る

｢

唐
詩
訓
解
序｣

も
第
三
者
が
袁
宏
道
の
他
文
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

(�)

。�
園

門
下
で
あ
っ
た
南
郭
は

『

唐
詩
訓
解』

を
精
読
し
て
い
た
た
め
、
偽
書
で
あ
る
こ
と
を
看
破
し
、
そ
の
選
び
を

｢

胡
乱｣

と
注
し
た
。

於
是
或
書
賈
・
閭
師
、
資
二
家
聲
譽

(

是
に
於
い
て
或
い
は
書
賈
・
閭
師
、
二
家
の
声
誉
を
資
る)

。

こ
こ
で
南
郭
は
、『

唐
詩
訓
解』

は
坊
賈
が
李
攀
龍
・
袁
宏
道
の
二
家
の
名
声
を
利
用
し
た
営
利
出
版
物
で
あ
る
と
論
じ
、
双
行
注

で
は
、
版
元
で
あ
る
余
応
孔
を

｢

唐
山
デ
余
献
可
ト
云
フ
山
仕

マ

マ

本
屋｣

や
、｢

田
舎
ノ
山
儒
者
、
山
仕
ノ
上
手
組
、
本
屋
ド
モ｣

と
呼

び
捨
て
る
。
こ
の
よ
う
に
、
嵩
山
房
の
小
林
新
兵
衛
は
出
入
の
た
め
に

『

唐
詩
訓
解』

批
判
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
嵩
山
房

刊
行
の
主
な

『

唐
詩
選』

注
本
四
種

(

左
掲)

の
中
に

『

唐
詩
訓
解』
を
批
判
し
た
箇
所
を
挙
げ
る
。

・『

唐
詩
選
掌
故』

七
巻

(�)
千
葉
芸
閣
集
註

明
和
二
年

(

一
七
六
五)

刊

[

掌
故]

・『

唐
詩
選
国
字
解』

七
巻

服
部
南
郭
辯

天
明
二
年

(

一
七
八
二)

刊
[

国
字
解]

・『

唐
詩
選
辨
蒙』

七
巻

宇
野
東
山
著

天
明
六
年

(

一
七
八
六)
刊

[

辨
蒙]

・『

唐
詩
選
講
釈』

七
巻

千
葉
芸
閣
口
述

寛
政
二
年

(

一
七
九
〇)

刊

[

講
釈]
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戸
・
嵩
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房
小
林
新
兵
衛
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る
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本
屋
側
か
ら
す
れ
ば
、『

唐
詩
選』

を
細
分
化
す
る
こ
と
で
販
売
数
を
増
や
す
思
惑
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
全
て
嵩
山
房
刊

『
唐
詩
選』

を
底
本
に
し
て
注
や
評
を
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
や
装
丁
に
は
差
異
が
あ
る
。
千
葉
芸
閣
の
名
を
冠
す
る

『

唐
詩
選
掌
故』

と

『

唐
詩
選
講
釈』

は
文
体
も
内
容
も
別
物
で
あ
る
が
、
全
て
共
通
し
て

『

唐
詩
訓
解』

を
批
判
す
る
姿
勢
を
持
つ
。

先
ず
、
李
白

｢

経
下��
橋
懐
張
子
房｣

詩
の
詩
題
に
あ
る

｢�
橋｣

と
い
う
語
句
に
つ
い
て
、『

唐
詩
訓
解』

の
題
下
注
で
は
、

楚
人
謂
橋
爲�
、
二
字
不
應
複
用

(

楚
人
橋
を
謂
ひ
て�
と
為
し
、
二
字
応
に
複
用
す
べ
か
ら
ず)

。

と
、｢�｣
と

｢
橋｣
は
同
義
で
あ
る
た
め
重
ね
る
べ
き
で
な
い
と
し
、『

史
記』

で
も

｢�｣

一
字
で
橋
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
対
し

て
嵩
山
房
刊
行

『

唐
詩
選』

注
本
は
一
様
に
否
定
す
る
。

[

掌
故]

『

訓
解』

以�
橋
二
字
、
不
應
復
用
。
誥
白
、
非
。

[

講
釈]

下�
ハ

『

史
記』
ノ
注
ニ
曰
ク
、
東
海
ニ
ツ
ゞ
イ
テ
ア
ル
。
呉
々
山
ガ
附
注
ニ
曰
ク
、
按
ズ
ル
ニ

『

説
文』

ニ
東
楚
橋

ノ
コ
ト
ヲ�
ト
云
。�
橋
ト
二
字
ツ
ゞ
ケ
タ
ト
李
白
ヲ
ソ
シ
ル
ハ
非
ナ
リ
。

[

辨
蒙]

呉
々
山
ガ
註
ニ
、
東
楚
橋
ヲ�
ト
云
。『

淮�
郡
志』

ニ
皆�
橋
ト
稱
ス
。『

訓
解』

ニ�
橋
ト
モ
ニ
ハ
シ
ナ
ル
ヲ
カ
サ

ネ
用
ユ
ル
ニ
ヨ
リ
、
是
レ
ヲ
非
ト
ス
ル
ハ
未
ダ
歴
志
ヲ
考
ヘ
ヌ
ユ
ヘ
誤
タ
ト
云
。

こ
こ
で
引
用
す
る

｢

呉
々
山
が
附
注
に
云
々｣
と
い
う
の
は
、
清
初
康
煕
年
間
に
中
国
で
出
版
さ
れ
た

『

唐
詩
選』

注
本

(�)

で
あ
り
、

江
戸
舶
来
の

『

唐
詩
選』

の
中
で
も
最
新
の
注
と
言
え
る
。
宇
野
東
山
も
地
方
志
を
引
い
て
ま
で�
橋
と
い
う
橋
が
存
在
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
こ
の
詩
に
対
す
る

『

唐
詩
訓
解』
の
評

(

正
し
く
は
唐
汝
詢

『

唐
詩
解』

の
評)

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

言
子
房
智
勇
已
具
、
又
能
屈
體
受
書
於
此
。
故
我
經
其
地
、
想
見
其
英
風
、
而
所
授
書
之
老
人
、
已
不
復
可
覩
、
自
此
人
一
去
、

而
徐
泗
之
間
、
絶
無
英
雄
、
則
非
獨
繼
子
房
者
難
、
而
識
子
房
者
尤
難
。
豈
今
世
果
無
才
耶
。
其
寓
意
深
矣

(

言
い
ふ
こ
ころ
は
子
房
智
勇

已
に
具
し
、
又
能
く
体
を
屈
し
書
を
此
に
受
く
。
故
に
我
其
の
地
を
経
て
、
其
の
英
風
を
想
見
す
。
而
る
に
書
を
授
く
る
所
の
老

人
、
已
に
復
た
覩
る
べ
か
ら
ず
、
此
の
人
一
た
び
去
り
て
よ
り
、
徐
泗
の
間
、
絶
へ
て
英
雄
無
し
、
則
ち
独
り
子
房
に
継
ぐ
者
の

難
き
の
み
に
非
ず
し
て
、
子
房
を
識
る
者
尤
も
難
し
。
豈
に
今
の
世
果
し
て
才
無
か
ら
ん
や
。
其
の
寓
意
す
る
こ
と
深
し)

。

す
な
わ
ち
、
詩
の
末
二
句

｢

嘆
息
此
人
去

蕭
条
徐
泗
空

(

嘆
息
す
此
の
人
去
り
て
、
蕭
条
と
し
て
徐
泗
空
し
き
を)｣

の

｢

此
人｣

を
黄
石
公
と
し
、
今
と
な
っ
て
は
こ
の
老
人
の
よ
う
に
、
自
分

(

李
白)

の
才
能
を
見
出
し
て
く
れ
る
人
物
が
い
な
い
こ
と
を
嘆
い
た
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詩
と
解
す
る
。
こ
の
評
に
対
し
て
も
嵩
山
房
刊

『

唐
詩
選』

注
本
は
否
定
す
る
。

[
国
字
解]

｢

此
人｣

ハ
張
良
ト
見
ル
ガ
ヨ
イ
。『

訓
解』

ニ
ハ
黄
石
公
ト
見
タ
ガ
、
ソ
レ
デ
ハ
ワ
ル
イ
。
ソ
ウ
ミ
レ
バ
客
主
ノ
別わ

か

チ
ガ
ナ
イ
。�
体
、
文
ニ
モ
詩
ニ
モ
客
主
ト
云
ガ
ア
ル
。
石
公
ハ
客
ノ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
デ
、
張
良
ハ
主
人
ノ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ヂ
ャ
。
此

人
ヲ
黄
石
公
ニ
云
ハ
ゞ
、
題
ニ
オ
モ
ニ
云
フ
張
良
ガ
外
ノ
者
ニ
成
テ
シ
マ
フ
ノ
ヂ
ャ
。

[

講
釈]

｢
此
人｣

ト
有
ル
ヲ

『

訓
解』

ニ
黄
石
公
ト
解
シ
タ
ガ
、
ソ
レ
ハ
ヨ
フ
ナ
イ
。
張
子
房
ト
見
ル
ガ
ヨ
イ
。
都す

べ

テ
詩
文
ト
モ

ニ
客
ト
主
ト
ノ
別
ガ
有
ル
。
コ
ゝ
デ
ハ
石
公
ハ
客
体
ナ
リ
。
子
房
ハ
主
人
体
ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
此
人
ヲ
石
公
ト
見
タ
時
ニ
ハ
題
ニ
ア

ハ
ズ
シ
テ
子
房
ハ
別
コ
ト
ニ
成
ル
ナ
リ
。

[

辨
蒙]

呉
々
山
云
ク
、
此
ノ
人
ハ
子
房
ヲ
指
ス
。
黄
石
公
ヲ
云
ニ
ア
ラ
ズ
。
題
ニ

｢

懐
張
子
房｣

ト
ア
レ
バ
、
張
良
ハ
詩
中
ノ

主
ニ
テ
石
公
ハ
客
ナ
リ
。
此
ノ
別
チ
ヲ
合
点
シ
テ
見
ル
ベ
シ
。

そ
れ
ぞ
れ
詩
の
主
客
を
論
じ
て
、｢
此
人｣

を
張
良
と
見
な
す
。
こ
こ
で
各
注
釈
者
が

『

唐
詩
訓
解』

の
名
を
挙
げ
て
批
判
す
る
の

は
、
当
時

『

唐
詩
訓
解』

が
流
布
し
て
い
た
証
左
で
あ
る
。

高
適
の

｢

邯
鄲
少
年
行｣

詩
の

｢

未
知
肝
膽
向
誰
是

令
人
却
憶
平
原
君

(

未
だ
知
ら
ず
肝
胆
誰
に
向
ひ
て
か
是
な
る
、
人
を
し
て

却
て
平
原
君
を
憶
は
し
む)｣

の

｢

平
原
君｣

と
い
う
詩
句
に
つ
い
て
、『

唐
詩
訓
解』

注
は

『

漢
書』

朱
建
伝
を
挙
げ
て
い
る
。

『

漢
書』

、
朱
建
嘗
爲
黥
布
相
、
諫
止
布
反
。
高
祖
賜
建
號
平
原
君
。
辟
陽
侯
欲
知
建
、
建
不
肯
見
。
及
建
母
死
、
貧
未
有
以
發
喪
、

辟
陽
乃
奉
百
金
、
後
惠
帝
欲
誅
侯
、
建
見
幸
臣�
籍
、
言
侯
卒
不
誅
、
建
之
力
也
。
後
淮
南�
王
以
辟
陽
侯
黨
諸
呂
殺
之
。
建
遂

自
剄

(『

漢
書』

に
、
朱
建
嘗
て
黥
布
の
相
と
為
り
、
諫
め
て
布
の
反
す
る
を
止と
ど

む
。
高
祖
建
に
賜
ひ
て
平
原
君
と
号
す
。
辟

陽
侯
建
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
建
見ま

み

ゆ
る
を
肯
ぜ
ず
。
建
の
母
死
す
る
に
及
び
、
貧
に
し
て
未
だ
以
て
喪
を
発
す
る
こ
と

有
ら
ず
。
辟
陽
乃
ち
百
金
を
奉
ず
。
後
に
恵
帝
侯
を
誅
せ
ん
と
欲
し
、
建
幸
臣�
籍
に
見ま

み

え
、
言
ふ
に
侯
卒
に
誅
せ
ざ
る
は
、

建
の
力
な
り
と
。
後
に
淮
南�
王
辟
陽
侯
の
諸
呂
に
党
す
る
を
以
て
之
を
殺
す
。
建
遂
に
自
剄
す)

。

確
か
に
朱
建
も｢

平
原
君｣

と
号
し
た
が
、
朱
建
か
ら｢

邯
鄲
少
年
行｣

に
登
場
す
る
遊�
の
士
を
想
起
さ
せ
る
に
は
無
理
が
あ
り
、

こ
こ
は
平
原
君
趙
勝
を
指
す
説
の
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。
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[

掌
故]

『

訓
解』

引
漢
朱
建
事
、
非
也
。

[
国
字
解]

今
ノ
世
ニ
ハ
一
向
肝
膽
ヲ
ユ
ル
ス
モ
ノ
ハ
ナ
イ
ニ
ヨ
ッ
テ
、
昔
シ
趙
ノ
公
子
勝
平
原
君
ノ
ヤ
ウ
ナ�

客
ズ
キ
ガ
思
ヒ

出
サ
レ
ル
。
此
ト
コ
ロ
ハ

『

訓
解』

ガ
ヨ
ク
ナ
イ
。

両
書
と
も

『
唐
詩
訓
解』

の
名
を
挙
げ
て
批
判
す
る
。
こ
こ
で
前
章
に
て
小
林
新
兵
衛
か
ら
差
構
を
受
け
た
文
林
軒
刊

『

唐
詩
国
字

辯』

の
注
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

今
ノ
世
ニ
ハ
一
向
肝
膽
ヲ
ユ
ル
ス
モ
ノ
ハ
ナ
イ
。
昔
趙
ノ
公
子
勝
平
原
君
ガ
食
客
ニ
モ
、
ヲ
ト
ラ
ヌ
ニ
ツ
イ
テ
ハ
平
原
君
ガ
ヤ
ウ

ナ
人
ガ
イ
タ
ナ
ラ
バ
、
サ
ゾ
面
白
カ
ラ
フ
。
趙
ノ
平
原
君
、
魏
ノ
信
陵
君
、
齊
ノ
孟
嘗
君
、
楚
ノ
春
申
君
、
コ
ノ
四
人
、
大
名
ノ

男
ダ
テ
ヂ
ャ
。

こ
れ
は

『

唐
詩
選
国
字
解』
を
剽
窃
し
た
と
譏
ら
れ
て
も
当
然
の
よ
う
に
南
郭
注
に
酷
似
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き

は
、『

唐
詩
国
字
辯』

も

『

唐
詩
訓
解』

の
説
に
は
従
わ
な
い
が
、
嵩
山
房
刊
注
本
の
よ
う
な
批
判
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

次
に
張
仲
素

｢

漢
苑
行｣

詩
は
、
御
苑
の
春
景
色
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
結
句
の

｢

人
間
總
未
知

(

人
間
総
て
未
だ
知
ら
ず)｣

に

つ
い
て

『

唐
詩
訓
解』

の
評
で
は
、

一
云
、
唐
衰
天
子
不
復
巡
幸
、
故
苑
間
春
色
、
莫
有
知
者
亦
通

(

一
に
云
ふ
、
唐
衰
へ
天
子
復
た
巡
幸
せ
ず
、
故
に
苑
間
の
春

色
、
知
る
者
有
る
莫
し
も
亦
た
通
ず)

。

と
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
唐
が
衰
え
た
安
史
の
乱
以
後
の
事
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
説
に
確
証
は
な
く
、『

唐
詩
訓
解』

が

｢

一
云｣

と
す
る
の
は
真
摯
な
注
釈
態
度
で
あ
る
。『

唐
詩
選
国
字
解』

の
註
は
こ
の
説
を
容
れ
る
。

[

国
字
解]

又
ノ
説
ニ
、
天
子
ヲ
ハ
ジ
メ
人
間
ス
ベ
テ

｢

未
知｣
。
コ
ノ
花
ヲ
、
タ
レ
ヒ
ト
リ
見
ル
モ
ノ
モ
ナ
イ
。
コ
レ
ハ
乱
後
ノ

・
・
・
・

風
景
ニ
モ
通
ズ
ル
ナ
リ
。

仮
に
こ
こ
で

『

唐
詩
訓
解』

の
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
、
図
ら
ず
も

『

唐
詩
訓
解』

の
宣
伝
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
出
典
名
を
明

ら
か
に
せ
ず

｢

又
の
説
に｣

と
し
て
、
こ
の
説
が

『

唐
詩
訓
解』

に
依
拠
す
る
こ
と
を
意
図
的
に
隠
し
て
い
る
。
確
か
に
張
仲
素

(

七

六
九
？
〜
八
一
九)

は
乱
後
の
詩
人
と
も
言
え
る
が
、
既
に
混
乱
期
は
脱
し
て
久
し
く
、
天
子
が
御
苑
に
巡
幸
し
な
い
と
は
言
い
難
い
。
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そ
こ
で
千
葉
芸
閣
の

『

唐
詩
選
講
釈』

で
は
そ
の
説
を
否
定
す
る
。

[
講
釈]

此
処
ハ
天
子
ノ
御
遊
興
ノ
ア
ル
コ
ト
ユ
ヘ
、
人
間
世
界
、
地
下
ノ
輩
ハ
ミ
ル
コ
ト
ハ
ナ
ラ
ヌ
ユ
ヘ
、
総
テ
知
ラ
ザ
ル
コ

ト
ニ
テ
ゾ
ア
ル
。
此
詩
乱
後
ノ
風
景
ト
云
フ
説
、
非
ナ
リ
。

そ
も
そ
も
御
苑
は
一
般
の
人
々
が
容
易
に
入
れ
る
処
で
は
な
い
た
め
、
天
子
以
外
は

｢

未
知｣

と
解
す
る
。
南
郭
と
芸
閣
で
は
解
釈

が
異
な
っ
て
い
る
が
、
両
書
と
も

『

唐
詩
訓
解』

を
意
識
し
た
注
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
嵩
山
房
刊
本
が
書
名
を
明
示
し
て
批
判
す
る
の
は

『

唐
詩
訓
解』

の
み
で
あ
る
。
そ
の
批
判
は
、
的
確
な
是
正
も
あ
れ
ば
、

容
易
に
は
判
断
が
つ
か
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
詩
意
は
作
者
と
同
等
に
把
握
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
後
人
の
注
は
如
何
に
作

者
の
心
に
沿
う
か
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
厳
密
な
正
誤
は
判
じ
難
い
。
さ
す
れ
ば
、
そ
の
中
で
特
定
の
書
物
だ
け
を
批
判
す
る
こ

と
は
、
他
に
意
図
的
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
嵩
山
房
刊

『

唐
詩
選』

に
付
さ
れ
る
荻
生
徂
徠

｢

後
序｣

に
、

獨
奈
近
來
坊
間
諸
本
率
屬
孟
浪
。
不
則
何
物
狡
児
巧
作
五
里
霧
、
芙
蓉
咫
尺
殆
不
可
辨
矣(

独
り
奈

い
か
ん
せ
ん
、
近
来
の
坊
間
の
諸
本

率お
ほ
むね
孟
浪
に
属
す
る
を
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
何
物
の
狡
児
か
巧
み
に
五
里
霧
を
作
り
、
芙
蓉
の
咫
尺
殆
ど
弁
ず
べ
か
ら
ず)

。

と
あ
る
。
こ
れ
は
最
近
の
書
肆
は
や
た
ら

『
唐
詩
選』

注
本
を
出
版
す
る
が
、
そ
れ
が
人
を
惑
わ
せ
る
さ
ま
は
眼
前
の
富
士
の
高
嶺
も

見
分
け
が
つ
か
な
い
ほ
ど
だ
と
嘆
い
た
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
客
観
的
に
見
れ
ば
、
嵩
山
房
を
含
む
全
て
の
書
肆
の
営
利
主
義
を
批
判
し

た
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
宇
野
東
山
の
注
は
、｢

世
上
ニ
流
布
ス
ル
処
ノ

『

唐
詩
訓
解』

ナ
ド
ゝ
云
モ
ノ
ハ
何
モ

く

サ
ル
ガ
シ
コ
イ
モ
ノ
ゝ
シ
ワ
ザ
カ｣

と
具
体
的
に

『
唐
詩
訓
解』

の
書
名
を
論

あ
げ
つ
ら

う
。
徂
徠
は
先
に
論
じ
た
如
く
、
嘗
て
は

『

唐
詩
訓

解』

を
評
価
し
て
い
た
。
東
山
の
注
は
、
版
元
で
あ
る
嵩
山
房
に
迎
合
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

六

『

唐
詩
選
画
本』

に
見
え
る
宣
伝
広
告

嵩
山
房
の
販
売
戦
略
は
、
宣
伝
広
告
の
分
野
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
書
物
の
宣
伝
手
法
と
し
て
、
巻
末
に
新
刊
書
や
近
日
発
刊
の

書
名
を
列
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
黄
表
紙
や
読
本
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
だ
が
、
本
文
中
に
も
様
々
な
宣
伝
が
見
受

け
ら
れ
る
。
嵩
山
房
四
代
目
小
林
新
兵
衛
高
英
の
刊
行
し
た

『

唐
詩
選
画
本』

は
、
書
画
に
よ
る
視
覚
的
効
果
を
狙
っ
た

『

唐
詩
選』

江
戸
・
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
よ
る

『

唐
詩
訓
解』

排
斥
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類
本
で
あ
る
。
そ
こ
に
広
告
を
付
け
る
こ
と
は
最
大
限
の
効
果
を
発
揮
す
る
。
初
編

(
天
明
八
年
刊)

巻
三
、
崔�
の

｢

長
干
行｣

詩
で
は
、
左
上
に

｢

唐
詩
選
掌
故
・
唐
詩

選
箋
註
・
唐
詩
せ
ん
講
釈
・
同
国
字
か
い
等
々
、
詩
の
意
、
故
事
、
諸
註
の
せ
つ
、
く

わ
し｣

と
あ
る

(

下
図
参
照)

。
こ
れ
ら
の
書
物
は
前
章
に
挙
げ
た
嵩
山
房
刊
行

『

唐

詩
選』

注
本
で
あ
り
、
一
際
目
立
つ
よ
う
に
書
き
入
れ
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
注
釈
の
補

足
と
い
う
よ
り
、
広
告
的
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
続
編

(

寛
政
二
年
刊)

巻
三
、
王
昌
齢

｢

送
別
魏
三｣

詩
の
解
釈
に
は
、｢

委
し
く
は
箋
註
、
又
は
講
釈
の
本

を
嵩
山
房
で
求
め
見
る
べ
し｣
と
購
買
を
促
す
よ
う
な
、
明
ら
か
な
宣
伝
文
句
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
注
本
を
参
照
せ
よ
と
い
う
文
言
は
、
初
編
に
十
六
例
、
続
編
に
三
十
例
確

認
で
き
る
。
し
か
し
、
三
編
以
降
は
激
減
し
、
五
編
に
一
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
の

は
、
文
林
軒
と
の
訴
訟
が
収
束
に
近
づ
き
、
嵩
山
房
＝

『

唐
詩
選』

と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
定
着
し
た
た
め
と
考
え
る
。

七

結
語

以
上
の
よ
う
に
、
嵩
山
房
に
よ
る

『

唐
詩
訓
解』

排
斥
運
動
に
よ
っ
て
、
嘗
て
四
書
五
経
と
比
べ
ら
れ
た
ほ
ど
の

『

唐
詩
訓
解』

の

評
価
は
急
速
に
失
墜
し
た
。
そ
れ
は

『

唐
詩
訓
解』

が
偽
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
嵩
山
房
に
付
け
入
る
隙
を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
。
後
に
、
鈴
木
煥
卿
や
山
本
北
山
も

『

唐
詩
訓
解』

を

｢
俗｣
な
る
書
物
と
貶
め
て
い
る

(�)
と
こ
ろ
に
も
、
嵩
山
房
に
よ
る

『

唐

詩
訓
解』

攻
撃
の
成
果
が
出
て
い
よ
う
。
つ
ま
り
、
江
戸
嵩
山
房
か
ら
京
都
文
林
軒
へ
の
一
連
の
訴
訟
は
そ
れ
ま
で
普
及
し
て
い
た

『

唐
詩
訓
解』

の
評
価
を
覆
し
、
販
売
シ
ェ
ア
を
拡
大
す
る
こ
と
が
究
極
の
狙
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
重
板
・
類
板
問
題
は
、
本
屋
仲
間
に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
も
し
差
構
を
申
し
立
て
ら
れ
た
書
肆
が
行
事
の
調
停

に
応
じ
な
い
場
合
、｢

衆
外｣

と
し
て
文
字
通
り
仲
間
外
れ
と
な
る
。
す
る
と
本
屋
仲
間
全
体
が
そ
の
本
を
不
売
と
し
、
死
活
問
題
に
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直
結
す
る
。
し
か
し
漢
籍
の
場
合
、
経
書
の
古
注
や
新
注
に
よ
っ
て
版
権
の
所
在
が
ど
う
し
て
も
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め

同
じ
く
教
本
と
し
て
普
く
読
ま
れ
て
い
た

『

文
選』

は
元
禄
以
降
、
暫
く
出
版
さ
れ
て
い
な
い

(�)

。
こ
れ
は
書
肆
の
版
権
を
守
る
と
同
時

に
規
制
に
よ
っ
て
表
現
の
自
由
を
奪
う
諸
刃
の
剣
で
も
あ
っ
た
。

文
林
軒
は
、
嵩
山
房
に
執
拗
な
差
構
を
申
し
立
て
ら
れ
た
が
、
店
を
傾
け
る
ほ
ど
の
痛
手
を
負
っ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
明
和

五
年

(

一
七
六
八)
刊

『

唐
詩
選
掌
故』

や
寛
政
二
年

(

一
七
九
〇)

刊

『

唐
詩
選
辯
蒙』

、
更
に
文
化
五
年

(

一
八
〇
八)

刊
の
篠
崎
小
竹

『

唐
詩
遺』

等
に
は
、
田
原
・
小
林
両
氏
の
名
を
併
記
し
た
相
合
板
が
あ
る
。
相
合
板
と
は
、
複
数
の
書
肆
が
版
木
を
分
割
し
、
相
手

方
だ
け
で
印
刷
製
本
が
出
来
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
概
ね
重
板
と
見
做
さ
れ
る
と
版
木
は
没
収
さ
れ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て

は
相
合
板
と
し
て
そ
の
利
益
を
分
与
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、｢

喧
嘩
両
成
敗｣

の
精
神
に
よ
る
、
如
何
に
も
日
本
ら
し
い
解

決
の
方
法
と
言
え
よ
う
か
。注

(

１)

国
立
公
文
書
館
所
蔵
。
こ
れ
が
確
認
し
う
る
最
も
旧
い

『

唐
詩
選』

版
本
で
あ
る
こ
と
は
、
山
岸
共

｢

唐
詩
選
の
実
態
と
偽
書
説
批
判｣

(『

日
本
中
国
学
会
報』

第
三
十
一
集

一
九
七
九
年)

、
森
瀬
壽
三

｢

李
攀
龍

『

唐
詩
選』

藍
本
考

偽
書
の
可
能
性
は
ど
れ
ほ
ど
あ

る
か

｣
(『

関
西
大
学
文
学
論
集』

第
四
十
三
巻
第
二
号

一
九
九
三
年
。
の
ち

『

唐
詩
新
攷』

関
西
大
学
出
版
部

一
九
九
八
年

に
収
録)

な
ど
に
言
及
さ
れ
る
。

(

２)

拙
稿

｢

明
末
福
建
に
お
け
る

『

唐
詩
選』

類
本
の
営
利
出
版｣

(『

九
州
中
国
学
会
報』

第
四
十
五
巻

二
〇
〇
七
年)

参
照
。

(

３)
『�

園
雑
話』

に

｢

徠
翁
二
十
五
歳
ノ
時
、
南
総
ニ
テ
手
親
ラ
写
ス
所
ノ

『

唐
詩
訓
解』

二
冊
、
鼻
紙
ノ
麁
末
ナ
ル
ニ
写
ス
。
評
語
皆
徠

翁
ナ
リ
。
其
序
跋
コ
ゝ
ニ
写
ス

(

序
跋
文
省
略)｣

と
あ
る
。

(

４)

日
野
龍
夫

｢『

唐
詩
選』

と
近
世
後
期
詩
壇

都
市
の
繁
栄
と
古
文
辞
派
の
詩
風

｣
(

岩
波
書
店

『

文
学』

第
三
九
巻
第
三
号

一
九
七
一
年)

参
照
。

(

５)

享
保
以
前
の
書
目
は
、
斯
道
文
庫
編

『

江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成』

(
井
上
書
房

一
九
六
二
年)

に
収
録
さ
れ
る
。
ま
た
、

江
戸
・
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
よ
る

『

唐
詩
訓
解』

排
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元
禄
十
五
年

(

一
七
〇
二)

刊

『

倭
版
書
籍
考』

巻
七
に
、｢

唐
詩
訓
解

七
巻
ア
リ
、
註
ア
リ
、
評
ア
リ
、
袁
中
郎
ガ
序
ニ
李
于
鱗
ノ

作
ト
云
リマ
マ

、
大
明
七
才
ノ
一
人
ニ
テ
詩
文
ノ
名
人
ナ
リ｣

と
あ
る
。

(

６)
京
都
の
本
屋
仲
間
に
つ
い
て
、
蒔
田
稲
城『

京
阪
書
籍
商
史』

(

原
題
は『

日
本
出
版
大
観』

出
版
タ
イ
ム
ス
社

一
九
二
八
年
。
翌
年
、

高
尾
彦
四
郎
書
店
が
同
名
に
改
題
。
後
一
九
八
二
年
、
臨
川
書
店
が
復
刻)

な
ど
に
詳
し
い
。
享
保
の
改
革
の
布
令
は
、｢

自
今
新
作
之

書
物
出
候
共
、
遂
吟
味
、
可
致
商
賣
候
、
若
右
定
ニ
背
候
物
有
之
ハ
、
奉
行
所
え
可
訴
出
候
、
經
數
年
相
知
候
共
、
其
板
元
問
屋
共
ニ

急
度
可
申
付
候
、
仲
間
致
吟
味
、
違
犯
無
之
樣
ニ
可
相
心
得
候

(

高
柳
真
三
・
石
井
良
助

『

御
触
書
寛
保
集
成』

岩
波
書
店

一
九
三

四
年)｣

。

(

７)
『

唐
詩
選』

の
差
構
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
村
上
哲
見

｢『

唐
詩
選』

と
嵩
山
房

江
戸
時
代
漢
籍
出
版
の
一
側
面

｣
(『

日
本
中

国
学
会
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集』

汲
古
書
院

一
九
九
八
年)

、
同

｢

江
戸
の
本
屋
・
京
の
本
屋｣

(『

東
方』

二
一
二

東
方
書
店

一
九
九
八
年
十
月)

を
参
照
。

(

８)
『

済
帳
標
目』

は
、
宗
政
五
十
緒
・
朝
倉
治
彦
共
編

『

京
都
書
林
仲
間
記
録』

第
五
巻

(

ゆ
ま
に
書
房

一
九
七
七
年)

に
そ
の
影
印
を

収
録
し
、
彌
吉
光
長

『

未
刊
史
料
に
よ
る
日
本
出
版
文
化』

第
一
巻

(

同

一
九
八
八
年)

に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
引
用
は

彌
吉
氏
の
編
著
に
拠
る
。

(

９)

朝
倉
治
彦
・
大
和
博
幸

『

享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目』

(

臨
川
書
店

一
九
九
三
年)

の

｢

割
印
行
事
一
覧｣

に
は
、
元
文
元
年

(

一
七

三
六)

八
月
か
ら
文
化
十
二
年

(

一
八
一
五)

ま
で
の
間
に
、
行
事
の
一
員
と
し
て
小
林

(

須
原
屋)

新
兵
衛
の
名
が
見
え
る
。

(

10)
『

唐
詩
選
国
字
解』

序
文
の
注
に

｢

李
滄
溟
ガ
序
ヲ
カ
イ
テ
、�
仲
舒
ガ
注
解
シ
タ

『

唐
詩
選』

ト
云
ガ
ア
ル
ガ
、
コ
レ
ハ
モ
ト
注
ハ
ナ

イ
ハ
ヅ
ヂ
ャ
。
ソ
レ
ユ
ヘ
白
文
ノ

『

唐
詩
選』

ヲ
用
ユ
ル｣
と
あ
る
。

(

11)

前
掲
注

(

２)

拙
稿
を
参
照
。

(

12)
『

唐
詩
選
掌
故』

は
本
来
千
葉
茂
右
衛
門

(

芸
閣)

の
蔵
板

(

素
人
板)
で
あ
っ
た
が
、
世
上
に
広
く
流
布
さ
せ
た
い
芸
閣
と
、『

唐
詩

選』

関
連
注
本
の
版
権
を
独
占
し
た
い
嵩
山
房
の
利
害
が
一
致
し
、
明
和
二
年
に
嵩
山
房
へ
版
権
が
譲
渡
さ
れ
る
。
同
五
年
に
は
、
京

都
で
の
市
場
拡
大
を
求
め
て
田
原
勘
兵
衛
も
販
売
に
携
わ
る
。
原
文
は

｢
明
和
二
酉
年
、
千
葉
茂
右
衛
門
蔵
板
出
来
仕
候
処
新
兵
衛
難

儀
ニ
付
、
再
三
御
訴
訟
申
上
、
右
茂
右
衛
門
方
よ
り
世
上
江
広
く
売
弘
呉
候
ハ
ゝ
板
木
相
渡
し
可
申
旨
ニ
付
、
則
私
方
江
板
木
受
取
売

中
国
文
学
論
集

第
三
十
六
号

100



― ―

弘
度
御
願
申
上
候
処
、
御
聞
済
被
成
下
済
口
証
文
差
上
申
候
段
、
別
紙
ニ
書
付
を
以
新
兵
衛
相
届
候

(『

享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目』

明

和
五
年
十
一
月
十
一
日)｣

、｢

一
、
唐
詩
選
掌
故

京
都
売
弘
度
、
須
原
屋
新
兵
衛
口
上
書
ニ
江
戸
行
事
中
附
状
致
し
登
リ
申
候
、
右
之

儀
ニ
付
田
原
勘
兵
衛
よ
り
口
上
書
出
候
写
、
江
戸
行
事
ヘ
書
状
遣
候
事
、
並
大
坂
行
事
ヘ
売
留
メ
頼
遣
候
事

(『

済
帳
標
目』

明
和
五
年

子
九
月
よ
り
丑
正
月
迄)｣

。

(

13)

拙
稿

｢
清
初
に
お
け
る

『

唐
詩
選』

注
本
の
刊
行

呉
呉
山
注

『

唐
詩
選』

に
つ
い
て

｣
(『

中
国
文
学
論
集』

第
三
十
三
号

二
〇
〇
四
年)
参
照
。

(

14)

鈴
木
煥
卿

『
撈
海
一
得』

(

明
和
八
年
刊)

｢

同
書

(『

唐
詩
選』)

帝
京
篇
、
趙
李
経
過
密
ト
云
句
ハ
、
阮
籍
ガ
詠
懐
ノ
詩
ニ
出
テ
顔
延

年
ガ
謬
註
ヨ
リ
諸
説
紛
々
帰
一
ノ
義
ナ
シ
。
…
況

『

訓
解』

等
ノ
俗
註
ヲ
ヤ｣

。
山
本
北
山

『

孝
経
楼
詩
話』

(

文
化
六
年
刊)

巻
上

｢『

唐
詩
解』

『

唐
詩
訓
解』
等
ノ
俗
書
ハ
、
論
ズ
ル
ニ
足
ラ
ズ｣

。

(

15)

芳
村
弘
道

｢

和
刻
本
の

『
文
選』

に
つ
い
て

版
本
か
ら
見
た
江
戸
・
明
治
期
の

『

文
選』

受
容

｣
(『

学
林』

三
十
四
号

二
〇
〇
二
年
。
の
ち

『

唐
代
の
詩
人
と
文
献
研
究』

中
国
藝
文
研
究
会

二
〇
〇
七
年
に
収
録)

参
照
。

江
戸
・
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
よ
る

『

唐
詩
訓
解』

排
斥
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